
國學院大學学術情報リポジトリ

消える茶商人 : 唐宋小説における茶商人像

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-02-20

キーワード (Ja): 小説, 唐, 宋, 茶商, 茶税

キーワード (En): 

作成者: 福田,素子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000033URL



   
一
、
前
言 

 

  

討
債
鬼
故
事
と
は
中
国
の
怪
談
の
一
種
で
あ
る
。
討
債
鬼
故
事

と
は
、
金
を
奪
わ
れ
た
り
、
借
金
を
踏
み
倒
さ
れ
た
り
し
た
者
が
、

死
後
加
害
者
／
債
務
者
（
あ
る
い
は
加
害
者
／
債
務
者
の
生
ま
れ

変
わ
り
）
の
子
供
に
転
生
し
て
、
今
度
は
逆
に
親
の
金
を
未
返
済

の
金
額
だ
け
蕩
尽
す
る
「
討
債
鬼
」
と
い
う
鬼
（
幽
霊
）
に
つ
い

て
の
話
で
あ
る
。
こ
の
討
債
鬼
故
事
の
現
存
最
古
の
作
品
は
管
見

の
限
り
唐
・
牛
僧
孺
『
玄
怪
録
』
ま
た
は
李
復
言
『
続
玄
怪
録
』

所
収
1

の
「
党
氏
女
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
作
中
で
は
、
王
蘭

と
い
う
旅
の
茶
商
人
が
、
定
宿
に
し
て
い
た
宿
で
病
気
に
な
り
、

宿
の
主
人
藺
如
賓
に
殺
さ
れ
金
を
奪
わ
れ
、
藺
如
賓
の
息
子
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
親
の
財
産
を
蕩
尽
す
る
。
こ
の
王
蘭
が
つ
ま
り
現

存
最
古
の
討
債
鬼
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

旅
人
が
宿
の
主
人
に
危
害
を
加
え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
中
国

文
学
に
お
い
て
は
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
。
古
く
は
『
後
漢
書
』
巻

八
十
一
「
独
行
列
伝
・
王
忳
伝
」
所
収
の
話
や
2

、
曹
丕
『
列
異

伝
』「
鵠
奔
亭
」
の
よ
う
に
3

、
当
時
の
宿
で
あ
る
亭
で
泊
ま
り
客

の
女
性
が
宿
の
主
人
に
殺
さ
れ
、
幽
霊
と
な
っ
て
祟
る
話
が
あ
る
。

ま
た
唐
・
薛
漁
思
『
河
東
記
』「
板
橋
三
娘
子
」
や
『
水
滸
伝
』
の

母
夜
叉
孫
二
娘
の
宿
の
例
を
見
て
も
、
中
国
文
学
界
に
お
け
る
宿

屋
へ
の
不
信
感
に
は
、
根
深
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 
し
か
し
、
殺
さ
れ
る
泊
ま
り
客
は
、
何
も
茶
商
人
で
な
く
と
も

良
い
。
現
に
漢
代
の
説
話
で
は
殺
さ
れ
て
い
る
の
は
地
方
官
の
家

族
で
あ
り
、「
板
橋
三
娘
子
」
の
三
娘
子
は
、
泊
ま
り
客
を
誰
彼
お

構
い
な
く
ロ
バ
に
変
え
て
い
る
。「
党
氏
女
」
で
は
、
殺
さ
れ
る
者

消
え
る
茶
商
人 

—

唐
宋
小
説
に
お
け
る
茶
商
人
像—

 
 

福
田 

素
子 
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が
何
故
わ
ざ
わ
ざ
「
茶
商
人
」
と
職
種
を
限
定
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。 

 

そ
の
上
、「
党
氏
女
」
の
登
場
人
物
の
名
前
と
設
定
が
そ
の
ま
ま

使
わ
れ
た
「
王
蘭
玉
童
」
と
い
う
話
が
、
南
宋
・
洪
邁
『
夷
堅
志
』

志
補
巻
六
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
王
蘭

は
茶
商
人
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
王
蘭
が
何
故
誰

に
も
知
ら
れ
ず
に
対
し
て
自
宅
か
ら
離
れ
て
も
い
な
い
他
人
の
家

に
宿
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
複
雑
な
理
由
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
茶
商
人
と
い
う
設
定
を
消
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
逆
に
「
茶
商
人
」
と
い
う
元
々
の
設

定
に
そ
れ
な
り
の
含
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

「
党
氏
女
」
が
作
ら
れ
た
の
は
中
唐
期
で
あ
る
が
、
中
唐
期
の
茶

商
人
に
は
、
二
十
世
紀
の
中
国
の
歴
史
学
者
陳
寅
恪
も
注
目
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
陸
鍵
東
は
、
晩
年
の
陳
寅
恪
が
中
山
大
学
に

お
い
て
「
元
白
詩
証
史
」
と
い
う
授
業
を
受
け
持
ち
、
白
居
易
の

「
琵
琶
行
」
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
際
、
琵
琶
の
女
の
不
在

の
夫
の
職
業
で
あ
る
茶
商
人
が
、
中
唐
期
の
社
会
経
済
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
茶
商
人
に
つ
い
て
は
こ
う
述
べ
て

い
る
。 

 

 
 

茶
商
人
は
当
時
の
新
興
商
人
で
あ
り
、
貴
族
で
も
な
け
れ
ば
科

挙
出
身
で
も
な
く
、
彼
ら
の
財
力
は
強
か
っ
た
が
、
礼
教
も
家

柄
も
文
化
も
無
か
っ
た
。
故
に
詩
の
中
の
茶
商
人
と
琵
琶
の
女

の
結
び
つ
き
は
、
こ
の
種
の
新
興
商
人
の
あ
る
種
の
社
会
的
な

地
位
を
反
映
し
て
お
り
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
社
会
環
境
の
し
か

ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
茶
商
是
当
時
新
興
商
人
既
非
貴

族
、
也
非
科
舉
出
身
、
彼
等
財
力
雄
厚
、
然
無
禮
教
、
門
第
及

文
化
。
故
詩
中
茶
商
与
琵
琶
女
之
結
合
、
反
映
了
這
類
新
興
商

人
的
某
種
社
會
地
位
、
實
乃
社
會
環
境
之
使
然)

4

。 

 「
琵
琶
行
」
の
琵
琶
の
女
の
夫
と
王
蘭
に
は
、
い
く
つ
か
の
共
通

点
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
商
い
の
た
め
に
故
郷
と
家
族
を
離
れ
、
遠

い
旅
に
出
て
い
た
。
又
ど
ち
ら
も
大
変
な
財
産
を
持
っ
て
お
り
、

「
琵
琶
行
」
の
茶
商
人
は
そ
の
財
産
で
長
安
の
妓
女
を
妻
に
迎
え
、

王
蘭
は
そ
の
財
産
の
た
め
に
殺
さ
れ
る
。 

白
居
易
が
「
琵
琶
行
」
を
書
い
た
の
は
元
和
十
一
年
（
八
一
六

年
）
で
あ
る
。「
党
氏
女
」
に
お
い
て
王
蘭
が
殺
さ
れ
る
の
は
元
和

の
は
じ
め
（
八
〇
六
年
頃
）
で
、
取
り
立
て
が
終
わ
る
の
が
大
和

－2－



   
三
年
（
八
二
九
年
）
で
あ
る
。「
琵
琶
行
」
の
白
居
易
と
女
の
対
話

は
、
「
党
氏
女
」
と
全
く
同
時
代
の
出
来
事
な
の
で
あ
る
。 

筆
者
は
拙
著
『
債
鬼
転
生―

討
債
鬼
故
事
に
み
る
中
国
の
親
と

子―

』
を
執
筆
す
る
時
に
、
既
に
茶
商
人
と
い
う
設
定
に
対
す
る

興
味
を
抱
い
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
問
題
を
提
示
す
る
だ
け
に
止

ま
っ
た
5

。
本
論
で
は
王
蘭
が
そ
う
で
あ
っ
た
中
唐
期
の
茶
商
人

の
像
を
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

 

二
、
唐
代
の
茶
産
業
の
状
況 

 

唐
代
に
喫
茶
の
風
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
例
え
ば
布
目
潮
渢
の

『
中
国
喫
茶
文
化
史
』
を
参
考
に
す
る
と
、
開
元
・
天
宝
年
間
（
七

一
三
～
七
五
六
年
）
か
ら
で
あ
る
と
い
う
6

。
唐
代
の
喫
茶
の
社

会
的
な
位
置
づ
け
を
示
す
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
例
に
、
元
和
十
五
年(

八
二
〇
年)

の
茶
税
増
税
に
対
す

る
李
珏
の
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
中
唐
期
に
は
喫
茶
の

習
慣
は
既
に
唐
全
域
と
周
辺
異
民
族
に
広
が
り
、
茶
は
米
や
塩
と

並
ぶ
生
活
必
需
品
と
さ
れ
て
い
て
、
貧
民
・
農
民
ま
で
飲
用
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
7

。
な
お
茶
は
塩
と
は
違
っ
て
、
生
命

維
持
と
い
う
点
で
は
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
漢
代
以
前

の
人
々
は
茶
な
し
で
問
題
な
く
生
き
て
い
た
の
で
、
必
需
品
で
あ

る
理
由
を
生
命
維
持
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
嗜
好
品
と
し

て
の
依
存
性
や
、
来
客
を
も
て
な
す
為
の
、
社
交
の
道
具
と
し
て

の
必
需
品
の
地
位
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

唐
代
の
茶
産
業
の
特
色
と
茶
税
制
の
沿
革
は
、
西
岡
弘
晃
「
唐

後
半
期
の
茶
税
制
度
と
商
業
発
展
」
に
詳
し
い
。
西
岡
に
よ
る
と

唐
代
の
茶
産
業
の
特
色
と
し
て
、
産
地
は
南
方
、
大
消
費
地
は
北

方
と
離
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
産
地
と
消

費
地
の
大
き
な
価
格
差
を
生
み
、
そ
の
価
格
差
を
利
用
し
て
大
き

な
儲
け
を
狙
う
遠
隔
地
商
人
を
台
頭
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い

う
。 茶

へ
の
課
税
は
建
中
二
年
（
七
八
二
年
）
よ
り
、
茶
商
人
へ
の

課
税
は
貞
元
九
年
（
七
九
三
年
）
よ
り
始
ま
る
。
徴
税
方
法
は
要

所
に
茶
場
を
設
け
て
、
通
行
す
る
茶
商
人
か
ら
税
金
を
取
り
立
て

る
、
間
接
税
方
式
で
あ
っ
た
。
大
和
九
年
（
八
三
五
年
）
鄭
注
の

上
奏
に
よ
り
国
家
に
よ
る
茶
の
専
売
（
榷
茶
法
）
が
行
わ
れ
た
が
、

同
年
の
甘
露
の
変
に
よ
り
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
た
王
涯
ら
が
殺

さ
れ
る
と
、
直
ち
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
は
い
く
ら
か
の
混
乱
の

あ
と
間
接
税
方
式
に
復
し
た
。
中
央
政
府
以
外
に
藩
鎮
も
そ
れ
ぞ

れ
茶
に
課
税
し
、
そ
の
課
税
分
は
す
べ
て
末
端
消
費
価
格
に
転
嫁

－3－



   
さ
れ
、
一
般
消
費
者
の
生
活
を
圧
迫
し
た
。
課
税
を
免
れ
た
安
価

な
闇
の
茶
へ
の
（
そ
し
て
別
に
専
売
が
行
わ
れ
て
い
た
塩
の
密
売

へ
の
）
ニ
ー
ズ
は
密
売
人
た
ち
を
育
て
、
唐
王
朝
を
覆
す
勢
力
を

形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
8

。 

な
お
、
茶
税
の
取
り
立
て
の
場
と
し
て
、
茶
塩
店
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
吉
田
虎
雄
『
唐
代
租
税
の
研
究
』
第
九
節
茶
税
で
は
、

元
和
十
三
年
（
八
一
八
年
）
に
塩
鉄
使
程
异
の
奏
上
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
茶
塩
店
の
廃
止
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
茶
塩
店
は

い
つ
設
立
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
諸
道
州
府
に
茶
税
及

び
塩
税
徴
収
の
た
め
に
置
か
れ
て
い
た
。
吉
田
虎
雄
は
、
茶
塩
店

が
置
か
れ
た
時
期
を
徳
宗
期
（
七
七
九
年
～
八
〇
五
年
）
と
し
、

設
置
の
目
的
は
通
過
税
の
徴
収
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
9

。
王
蘭

が
殺
害
さ
れ
た
の
は
元
和
の
は
じ
め
で
あ
る
か
ら
、
茶
塩
店
は
お

そ
ら
く
ま
だ
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

唐
代
の
茶
商
人
の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
る
論
文
に
は
、
他
に
何

先
成
「
唐
代
茶
文
化
形
成
的
原
因
述
論
」
が
あ
る
。
何
は
、
茶
文

化
を
形
成
し
た
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
と
し
て
茶
商
人
を
挙
げ
る
。

茶
商
は
茶
の
産
地
に
錦
綉
や
金
銀
、
銭
を
持
ち
込
ん
で
茶
を
買
い

付
け
、
集
散
地
に
集
め
、
水
路
を
通
じ
て
全
国
へ
茶
を
運
ん
だ
。

茶
税
が
重
く
な
っ
た
武
宗
・
宣
宗
期
（
八
一
四
年
～
八
五
九
年
）

か
ら
は
、
納
税
を
避
け
る
密
売
人
が
増
え
、
社
会
不
安
の
一
つ
の

要
素
に
な
っ
た
と
い
う
10

。
王
艶
玲
「
唐
代
茶
葉
経
済
発
展
探
究
」

に
よ
る
と
、
安
史
の
乱
以
降
中
国
南
方
に
経
済
の
重
点
が
移
り
、

特
に
穀
物
生
産
に
代
え
て
茶
葉
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
11

。
何
・

王
は
ど
ち
ら
も
史
料
と
し
て
唐
・
張
途
「
祁
門
県
新
修
閶
門
渓
記
」

（
『
全
唐
文
』
巻
八
〇
二
）
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
に
は
、
茶

の
産
地
に
茶
商
人
が
大
群
で
や
っ
て
き
て
「
銀
緡
繒
素
」
を
ば
ら

ま
い
て
茶
を
買
い
付
け
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
毎
歳
二
三
月
、

齎
銀
緡
繒
素
求
市
、
将
貨
他
郡
者
、
摩
肩
接
跡
而
至
）12
。
茶
商
人

は
都
会
の
欲
す
る
辺
境
の
商
品
で
あ
る
茶
を
都
会
に
運
び
込
む
た

め
に
、
都
会
の
財
富
を
、
都
会
か
ら
遠
く
離
れ
た
茶
の
生
産
地
で

ば
ら
ま
く
、
一
種
の
ポ
ン
プ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と

い
え
る
。 

  

三
、
唐
代
の
小
説
に
見
え
る
茶
商
人
像 

 

１
、
茶
農
家
自
ら
に
よ
る
茶
売
買
を
描
い
た
作
品 

 
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
「
劉
清
真
」
（
『
太
平
広
記
』
巻
二
十
四
）

は
、
天
宝
年
間
（
七
四
二
～
七
五
六
年
）
の
、
茶
の
普
及
が
始
ま

－4－



   
っ
た
時
代
の
出
来
事
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。 

 
唐
天
宝
年
間
、
劉
清
真
と
い
う
者
が
い
て
、
仲
間
二
十
人
と

寿
州
で
茶
を
作
っ
て
い
た
。
一
人
が
荷
駄
一
つ
を
持
ち
寄
っ

て
売
り
物
と
し
た
。
陳
留
に
つ
い
た
時
に
賊
に
遭
遇
し
た
が
、

中
の
あ
る
者
は
案
内
す
る
人
が
あ
っ
て
魏
郡
に
逃
げ
、
清
真

た
ち
も
ま
た
そ
ち
ら
に
つ
い
て
い
っ
た
。
ま
た
一
老
僧
に
出

会
っ
て
、
五
台
山
に
導
か
れ
て
い
っ
た
。
（
清
真
た
ち
は
僧

に
つ
い
て
出
家
し
、
数
十
年
の
間
修
行
を
し
た
。
師
の
僧
の

不
思
議
な
術
で
廬
山
に
行
き
、
師
の
言
の
通
り
、
不
思
議
な

白
い
き
の
こ
を
見
つ
け
る
。
）
み
な
は
互
い
に
言
っ
た
。「
こ

れ
が
つ
ま
り
大
師
が
言
っ
て
い
た
霊
薬
な
の
だ
ろ
う
。
」
採

っ
て
一
緒
に
分
け
て
食
お
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
中
の
一
人
が
、
欺
い
て
先
駈
け
を
し
て
全
部
食
っ
て
し

ま
っ
た
。
仲
間
の
中
に
怒
ら
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
責
め
罵

っ
て
言
っ
た
。「
我
ら
が
大
師
の
教
え
に
背
い
て
い
る
。
」
し

か
し
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
殴
り
つ
け
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
忽
然
と
し
て
姿
を
消
し

た
。
仰
ぎ
見
る
と
、
樹
の
梢
に
安
坐
し
て
い
る
。
清
真
た
ち

は
ま
た
言
っ
た
。
「
君
は
薬
を
呑
ん
だ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
に

昇
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
」
そ
の
人
は
と
う
と
う
降
り

て
こ
な
か
っ
た
。
七
日
た
つ
と
、
身
体
中
に
緑
毛
が
生
じ
た
。

忽
ち
鶴
が
現
れ
て
そ
の
人
の
上
を
旋
回
し
た
。
そ
れ
で
十
九

人
に
こ
う
言
っ
た
。
「
私
は
本
当
に
皆
さ
ん
に
申
し
訳
な
い

が
、
今
は
も
う
道
を
得
て
し
ま
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
を
捨
て

去
り
、
天
上
で
天
帝
に
謁
見
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う

か
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
努
め
て
、
真
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

清
真
た
ち
は
樹
か
ら
降
り
て
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
よ
う
に

言
っ
た
。
仙
人
は
顧
み
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
雲
に
乗
っ

て
天
に
昇
っ
て
、
長
い
間
見
え
て
い
た
が
つ
い
に
は
消
え
て

し
ま
っ
た
。
清
真
た
ち
は
薬
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
に
人
の
世
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
中
山
の
張

倫
が
親
し
く
清
真
た
ち
の
言
う
こ
と
を
き
い
た
の
で
あ
る
。 

唐
天
宝
中
、
有
劉
清
真
者
、
与
其
徒
二
十
人
於
寿
州
作
茶
、

人
致
一 

為
貨
。
至
陳
留
、
遇
賊
、
或
有
人
導
之
、
令
去
魏

郡
。
清
真
等
復
往
、
又
遇
一
老
僧
、
導
往
五
台
、…

（
中
略
）…

衆
相
謂
曰
、「
此
即
大
師
所
云
霊
薬
。
」
採
共
分
食
之
。
中
有

一
人
、
紿
而
先
食
尽
、
徒
侶
莫
不
慍
怒
、
詬
責
云
、「
違
我
大

師
之
教
。
」
然
業
已
如
是
、
不
能
殴
撃
。
久
之
、
忽
失
所
在
、

仰
視
在
樹
杪
安
坐
。
清
真
等
復
云
、
「
君
以
吞
薬
、
故
能
昇
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高
。
」
其
人
竟
不
下
、
経
七
日
、
通
身
生
緑
毛
。
忽
有
鶴
翱
翔

其
上
、
因
謂
十
九
人
云
、「
我
誠
負
汝
、
然
今
已
得
道
、
将
捨

汝
。
謁
帝
於
此
天
之
上
。
宜
各
自
勉
、
以
成
至
真
耳
。
」
清
真

等
邀
其
下
樹
執
別
、
仙
者
不
顧
、
遂
乗
雲
上
昇
、
久
久
方
滅
。

清
真
等
失
薬
、
因
各
散
還
人
間
。
中
山
張
倫
親
聞
清
真
等
説

云
然
耳
13

。 

 
 

主
人
公
で
あ
る
劉
清
真
は
、
仲
間
二
十
名
と
と
も
に
寿
州
（
今

の
安
徽
省
淮
南
市
）
よ
り
茶
の
商
い
に
出
か
け
る
。
こ
の
頃
は
茶

へ
の
課
税
は
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
茶
を
生
産
し
た
農
民
が
自
ら
茶

を
売
り
に
行
っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
、
陳
留
郡
（
今

の
河
南
省
開
封
市
）
あ
た
り
で
盗
賊
に
遇
っ
た
が
、
助
け
る
人
が

あ
っ
て
難
を
の
が
れ
た
。
そ
の
後
彼
ら
は
不
思
議
な
老
僧
に
出
会

い
、
導
か
れ
る
ま
ま
に
出
家
し
、
仙
薬
を
賜
る
の
で
あ
る
が
、
仲

間
の
う
ち
の
一
人
が
そ
れ
を
独
り
占
め
に
し
て
、
抜
け
駆
け
で
昇

仙
し
て
し
ま
う
14

。
茶
農
民
た
ち
が
仙
人
と
出
会
う
あ
た
り
は
、

六
朝
期
の
山
奥
に
野
生
の
茶
を
採
り
に
行
く
者
の
説
話
を
引
き
つ

い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
15

。 

 

し
か
し
「
劉
清
真
」
に
は
、「
党
氏
女
」
に
も
共
通
す
る
、
茶
商

人
の
リ
ス
ク
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
道
中
の
危
険
で
あ
る
。

「
劉
清
真
」
と
い
う
話
は
劉
の
家
族
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
夫
な
り

父
な
り
が
茶
を
売
り
に
い
っ
た
き
り
消
え
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
ら
、
茶
商
人
が
現
れ

れ
ば
、
茶
農
民
が
直
接
大
都
市
に
茶
を
売
り
に
行
く
こ
と
は
な
く

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
「
祁
門
県
新
修
閶
門
渓
記
」

の
よ
う
に
、
商
人
が
わ
ざ
わ
ざ
村
ま
で
財
宝
を
携
え
て
や
っ
て
来

て
、
気
前
よ
く
買
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
民
が
自
分
で

危
険
な
大
冒
険
を
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
茶
を
売
り
に
行
っ
た
き
り
消
え
て
し
ま
う
」
リ
ス
ク
は
、
茶
商

人
が
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

２
、
中
・
晩
唐
期
の
茶
商
人
た
ち 

 

２―

１ 

「
党
氏
女
」
の
王
蘭 

 

中
唐
期
に
な
る
と
、
都
会
へ
茶
を
売
り
に
行
く
の
が
茶
農
民
自

身
で
は
な
く
、
専
業
の
茶
商
人
に
な
っ
た
作
品
が
現
れ
る
。「
前
言
」

で
触
れ
た
「
党
氏
女
」
の
王
蘭
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
茶
商
人
王
蘭

に
関
す
る
記
述
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
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●
党
氏
の
娘
は
同
州
韓
城
県
芝
川
南
村
の
者
で
あ
る
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
芝
川
に
藺
如
賓
と
い
う
者
が
居
を
構
え
て
い
た
。

元
和
の
初
め
、
王
蘭
と
い
う
男
が
（
藺
の
）
客
と
な
っ
て
い

て
、
銭
数
百
万
で
茶
を
商
っ
て
い
た
。
藺
の
家
に
数
年
留
ま

っ
て
い
た
が
、
や
っ
て
く
る
親
戚
友
人
も
無
か
っ
た
。
あ
る

日
病
に
臥
し
、
如
賓
は
「
あ
と
に
面
倒
の
無
い
者
だ
か
ら
」

と
彼
を
殺
し
た
。(

そ
れ
以
来)

衣
食
や
車
輿
、
奴
僕
を
派
手

に
し
て
、
貴
族
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
年
男
児
が
生
ま
れ
た
。…
名
を
玉
童
と
い
っ
た
。 

党
氏
女
、
同
州
韓
城
県
芝
川
南
村
人
也
。
先
是
、
有
藺
如
賓

者
、
舎
於
芝
川
。
元
和
初
、
客
有
王
蘭
者
、
以
銭
数
百
万
鬻

茗
、
止
其
家
積
数
年
、
無
親
友
之
来
者
、
一
旦
臥
疾
、
如
賓

以
其
無
後
患
也
、
殺
之
。
服
饌
車
輿
僕
使
之
盛
、
擬
於
公
侯
。

其
年
生
一
男
、…

（
中
略
）…

名
曰
玉
童
。…

…

（
中
略
） 

 

（
大
和
三
年
秋
、
藺
如
賓
の
息
子
玉
童
の
生
ま
れ
変
わ
り
を

名
乗
る
隣
村
の
党
家
の
娘
が
、
自
分
の
前
々
世
が
王
蘭
で
あ

る
こ
と
を
明
か
し
て
言
う
。
） 

 

●
そ
の
子
（
藺
如
賓
の
子
）
の
前
世
は
茶
商
人
の
王
蘭
な
の

で
す
。
銭
数
百
万
を
持
っ
て
藺
如
賓
の
宿
に
泊
ま
っ
て
い
て
、

元
和
の
初
め
に
頭
が
く
ら
く
ら
し
て
寝
込
ん
だ
時
に
、
藺
如

賓
に
殺
さ
れ
、
財
産
を
奪
わ
れ
、
如
賓
は
巨
万
の
富
を
得
ま

し
た
。
（
王
蘭
は
死
後
、
上
帝
に
乞
う
て
如
賓
の
子
に
転
生

し
、
財
産
を
蕩
尽
し
た
）…

韓
城
に
趙
子
良
と
い
う
者
が
い

て
、
昔
茶
を
五
束
仕
入
れ
て
代
金
を
払
わ
な
い
う
ち
に
王
蘭

が
死
に
ま
し
た
。…

（
後
略
） 

（
中
略
）…

…

（
女
曰
、
）
児
前
身
茗
客
王
蘭
也
、
有
銭
数
百

万
、
客
其
家
。
元
和
初
、
頭
眩
而
臥
、
遂
為
如
賓
所
殺
而
取

其
財
、
因
而
巨
富
。
某
既
死
而
訴
於
上
帝
、
上
帝
召
問
欲
何

以
報
、

蘭
言
願
為
子
以
耗
之
、
故
委
蛻
焉
。…

…

（
中

略
）…

…

韓
城
有
趙
子
良
者
、
嘗
貰
茗
五
束
、
未
酬
而
蘭
死
。

今
当
以
其
直
求
為
婦
、
幣
足
而
某
去
耳
。
亦
不
為
婦
也
。（
後

略
） 

 王
蘭
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
か
、
顔
か
た
ち

は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
元
和
の
は
じ
め

（
八
〇
六
年
）
頃
、
長
安
の
近
郊
の
同
州
韓
城
県
芝
川
村
で
、
藺

如
賓
の
宿
に
数
年
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
て
い
て
、
そ
こ
に
友
人
や

親
戚
は
、
訪
ね
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
王
蘭
は
大
変
な
金
持
ち
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で
あ
っ
た
の
で
、
藺
如
賓
は
彼
を
殺
し
て
奪
っ
た
金
で
、
貴
族
の

よ
う
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。
つ
ま
り
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
あ
る

こ
と
、
金
持
ち
で
あ
る
こ
と
、
茶
商
人
で
あ
る
こ
と
が
、
王
蘭
に

つ
い
て
分
か
っ
て
い
る
こ
と
の
全
て
で
あ
る
。 

 

作
中
で
は
王
蘭
が
滞
在
し
た
藺
如
賓
の
宿
は
長
安
か
ら
大
体
二

百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
同
州
韓
城
県
の
芝
川

「
店
」
に
あ
っ
た
。 

 

太
和
16

三
年
の
秋
、
玄
照
と
い
う
僧
が
、
党
氏
の
家
に
食
を

求
め
た
。
年
十
三
四
ほ
ど
の
少
女
が
門
の
向
こ
う
に
隠
れ
て

言
っ
た
。
「
母
も
兄
も
皆
出
て
お
り
、
お
斎
を
さ
し
あ
げ
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
北
へ
数
里
の
芝
川
店
で
、
藺
氏
と
い

う
お
家
が
、
亡
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
の
忌
日
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ょ
う
ど
お
坊
さ
ん
達
に
お
斎
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
か

ら
、
お
坊
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
必
ず
喜
ぶ
は
ず
で
す
よ
。

是
非
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。 

太
和
三
年
秋
、
有
僧
玄
照
、
求
食
於
党
氏
家
。
有
女
子
年
十

三
四
、
映
門
曰
、
母
兄
皆
出
、
不
得
具
饌
。
此
北
数
里
芝
川

店
、
有
藺
氏
者
、
亡
子
忌
日
、
方
当
飯
僧
。
師
到
必
喜
、
盍

往
焉
。 

芝
川
「
店
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
宿
場

町
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
17

。
当
時
の
宿
は

歴
史
用
語
的
に
は
「
邸
店
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
旅
人
を
泊
め
る
以

外
に
も
、
商
品
や
金
の
管
理
、
納
税
、
商
談
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機

能
を
も
っ
て
い
た
18

。 

茶
商
王
蘭
の
生
活
が
何
故
派
手
に
見
え
た
の
か
、
こ
の
こ
と
も

お
そ
ら
く
邸
店
の
し
く
み
に
関
係
が
あ
る
。
日
野
開
三
郎
は
、
宋

代
の
史
料
を
引
い
て
、
邸
店
に
お
い
て
茶
商
が
行
っ
て
い
た
「
列

品
招
待
商
法
」
の
有
様
を
描
き
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
産
地
で

茶
を
仕
入
れ
て
大
都
市
に
や
っ
て
き
た
行
商
（
遠
隔
商
人
）
が
、

邸
店
に
お
い
て
商
品
を
陳
列
し
、
地
元
の
坐
商
（
遠
隔
商
人
か
ら

商
品
を
買
い
取
り
、
地
元
で
売
る
商
人
）
に
売
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
日
野
は
北
宋
の
茶
売
買
の
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
陳
列
販
売

に
招
か
れ
る
坐
商
は
行
（
組
合
）
を
形
成
し
て
こ
の
地
に
お
け
る

茶
の
買
い
取
り
価
格
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
行
商
は

こ
の
行
の
メ
ン
バ
ー
を
篤
く
接
待
し
て
茶
の
買
い
取
り
価
格
を
つ

り
上
げ
た
と
し
て
い
る
。
日
野
は
更
に
唐
代
の
詩
や
小
説
の
断
片

的
な
記
述
を
合
わ
せ
て
、
唐
代
に
お
い
て
も
邸
店
が
行
商
に
と
っ

て
商
品
を
並
べ
て
坐
商
を
招
く
「
列
品
招
待
商
法
」
の
場
と
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
19

。
な
お
、
茶
の
産
地
に
お
い
て
は
、
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邸
店
は
茶
商
か
ら
税
を
取
り
立
て
る
機
関
と
し
て
機
能
す
る
と
同

時
に
、
脱
税
の
共
謀
者
と
も
な
っ
て
い
た
。
茶
商
の
富
は
、
邸
店

と
の
協
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
20

。 

こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
は
、
茶
商
人
の
姿
を
享
楽
的

な
も
の
に
見
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
五
代
十
国
・
郭
廷
誨
『
広

陵
妖
乱
志
』「
呂
用
之
」（
『
太
平
広
記
』
巻
二
九
〇
）
の
は
じ
め
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
呂
用
之
の
父
も
、
茶
商
人
で
あ
っ
た
。
呂
用
之

の
父
は
鄱
陽
の
人
で
、
茶
を
商
っ
て
淮
浙
、
そ
し
て
商
業
の
盛
ん

な
広
陵
（
揚
州
）
を
渡
り
歩
く
生
活
を
長
く
続
け
（
以
貨
茗
為
業
。

来
往
於
淮
浙
間
。
時
四
方
無
事
。
広
陵
為
歌
鍾
之
地
。
富
商
大
賈
、

動
逾
百
数
）
、
彼
は
「
酒
律
を
善
く
し
、
群
商
と
遊
ぶ
こ
と
多
か
っ

た
（
善
酒
律
、
多
与
群
商
遊
）
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
群
商
と
の

遊
び
と
い
う
の
は
、
坐
商
の
接
待
を
指
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
21

。

そ
し
て
「
琵
琶
行
」
の
茶
商
人
が
長
安
の
妓
女
と
知
り
あ
う
の
も
、

藺
如
賓
が
王
蘭
の
財
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
邸
店
で
の

接
待
が
あ
っ
て
成
立
す
る
話
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

２―

２ 

高
彦
休
『
唐
闕
史
』
「
崔
碣
」
の
茶
商
人
王
可
久 

 「
党
氏
女
」
以
外
に
、
や
は
り
不
運
な
茶
商
人
が
出
て
く
る
、
別

の
唐
代
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。
唐
・
高
彦
休
の
『
唐
闕
史
』
所

収
の
「
崔
碣
」
で
あ
る
。
高
彦
休
は
、
李
剣
国
の
『
唐
五
代
志
怪

伝
奇
叙
録
』
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
半
ば
に
生
ま
れ
、
中
和
元
年
（
八

八
一
年
）
ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
22

。
「
崔
碣
」

の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

崔
碣
は
河
南
の
尹
（
長
官
）
と
な
り
、
悪
人
ど
も
を
懲
ら
し

め
て
、
天
下
の
役
人
の
手
本
と
な
っ
た
。 

さ
て
、
商
人
の
王
可
久
と
い
う
者
が
い
た
。
家
は
大
変
豊
か

で
、
毎
年
各
地
で
手
広
く
茶
を
商
っ
て
は
、
大
儲
け
を
し
て

帰
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
年
も
財
物
を
背
負
っ
て
楚
州
（
今

の
淮
安
市
）
に
行
き
、
や
っ
と
彭
門
（
今
の
徐
州
）
で
帰
途

に
つ
い
た
時
、
龐
勛
の
乱
（
八
六
八
～
九
年
）23
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
家
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
。
彼
に
は
若
く
美
し
い
妻
が

あ
っ
た
が
、
兄
弟
や
子
や
孫
は
い
な
か
っ
た
。
妻
は
高
い
報

酬
で
人
を
雇
い
、
反
乱
軍
の
縄
張
り
を
あ
ち
こ
ち
訪
ね
さ
せ

た
が
、
と
う
と
う
そ
の
足
取
り
は
掴
め
な
か
っ
た
。
あ
る
い

は
既
に
盗
賊
に
殺
さ
れ
、
財
産
も
盗
み
隠
さ
れ
た
と
も
言
わ

れ
た
。 

さ
て
洛
陽
に
楊
乾
夫
と
い
う
占
い
を
得
意
と
す
る
者
が
い
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て
、
妻
は
彼
に
頼
っ
て
夫
の
行
方
を
捜
そ
う
と
し
た
が
、
乾

夫
は
妻
の
美
し
さ
と
財
産
に
目
が
く
ら
み
、
彼
女
に
取
り
入

っ
て
夫
の
死
を
信
じ
込
ま
せ
、
彼
女
の
夫
に
収
ま
り
、
と
も

に
洛
陽
の
渠
の
北
へ
引
っ
越
し
た
24

。 

明
く
る
年
徐
州
は
平
定
さ
れ
、
戦
争
は
収
ま
り
、
首
謀
者
は

捕
ら
え
ら
れ
、
無
理
矢
理
反
乱
軍
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
者
た

ち
は
罪
を
不
問
に
さ
れ
、
書
き
付
け
を
渡
さ
れ
て
帰
郷
を
許

さ
れ
た
。
可
久
も
丸
裸
で
返
さ
れ
た
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
病
み
や

つ
れ
て
、
道
々
乞
食
を
し
な
が
ら
も
と
の
家
を
訪
ね
た
が
、

す
で
に
持
ち
主
が
変
わ
っ
て
お
り
、
妻
の
行
方
も
わ
か
ら
な

い
。
あ
ち
こ
ち
探
し
回
っ
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
楊
の
も
と

に
い
た
妻
を
訪
ね
た
が
、
楊
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た
。
可
久

は
何
度
も
役
所
に
訴
え
た
が
、
楊
は
賄
賂
を
使
っ
て
あ
べ
こ

べ
に
可
久
を
誣
告
の
罪
に
陥
れ
、
可
久
は
そ
の
た
び
に
前
に

も
勝
る
悲
惨
な
境
遇
に
陥
れ
ら
れ
、
失
明
し
、
重
い
労
役
に

苦
し
ん
だ
。
し
か
し
当
時
隠
居
し
て
い
た
崔
碣
が
官
に
復
帰

し
、
裁
判
を
や
り
直
す
と
、
楊
と
彼
に
加
担
し
て
い
た
悪
人

の
所
業
が
暴
か
れ
、
楊
の
一
味
は
髪
を
剃
り
落
と
さ
れ
手
足

を
切
ら
れ
、
穴
に
埋
め
ら
れ
た
。
財
産
は
可
久
に
返
還
さ
れ

た
。
こ
の
頃
黒
雲
が
ず
っ
と
空
を
覆
っ
て
い
た
が
、
可
久
の

冤
が
雪
が
れ
る
と
、
陽
光
が
さ
し
、
皆
が
喜
ん
だ
25

。 

 

可
久
の
家
は
話
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
洛
陽
近
郊

と
思
わ
れ
る
。
旅
の
目
的
地
で
あ
る
楚
州
は
、『
茶
経
』
に
も
言
及

さ
れ
る
茶
の
産
地
で
あ
る
淮
南
の
中
心
地
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
に

茶
を
仕
入
れ
に
行
き
、
洛
陽
と
楚
州
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
上
に
あ

る
徐
州
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
可
久
は
妻
と

の
連
絡
を
絶
た
れ
、
妻
は
可
久
の
財
産
を
持
っ
て
別
の
男
と
再
婚

し
て
し
ま
う
。
客
地
で
難
に
遭
え
ば
、
助
け
に
な
る
人
間
関
係
も

な
い
の
で
、
ど
ん
底
ま
で
落
ち
て
し
ま
う
。
彼
は
そ
れ
で
も
、
身

一
つ
で
故
郷
に
帰
る
こ
と
は
出
来
た
が
、
財
産
を
失
っ
た
彼
を
助

け
て
く
れ
る
者
は
故
郷
に
も
い
な
か
っ
た
。
王
可
久
の
不
運
も
、

結
局
の
と
こ
ろ
王
蘭
の
不
幸
と
同
じ
く
、
彼
が
地
縁
と
血
縁
を
離

れ
て
、
孤
独
に
生
き
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
よ
う
な
孤
独
な
状
態

で
大
金
を
持
っ
て
客
地
を
仕
事
の
場
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と

言
っ
て
良
い
。 

 

３
、
唐
以
降
の
茶
商
人
の
置
か
れ
た
状
況
の
変
化 

 
さ
て
、「
党
氏
女
」
と
「
崔
碣
」
は
、
と
も
に
宋
代
に
改
作
さ
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
ど
ち
ら
も
宋
代
に
は

茶
商
人
の
話
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に

改
作
さ
れ
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
。 

 

１
、
「
党
氏
女
」
か
ら
「
王
蘭
玉
童
」
へ 

 

 

宋
代
の
洪
邁
『
夷
堅
志
』
志
補
巻
六
に
「
王
蘭
玉
童
」
と
い
う

作
品
が
あ
る
こ
と
は
先
に
少
し
触
れ
た
26

。「
党
氏
女
」
と
同
じ
く

や
は
り
金
を
奪
わ
れ
死
ん
だ
王
蘭
が
、
奪
っ
た
者
の
息
子
玉
童
に

転
生
し
、
金
を
浪
費
す
る
話
で
あ
る
。
洪
邁
は
、
各
地
の
好
事
家

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
奇
談
を
ほ
と
ん
ど
修
正
せ
ず
に
『
夷
堅
志
』
に

収
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
「
党
氏
女
」
の
話
が
都
市
伝
説

的
に
各
地
で
「
そ
の
土
地
の
話
」
と
し
て
流
通
し
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
た
ま
た
ま
拾
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
27

。
舞

台
と
な
っ
た
場
所
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
提
供
者
は
明

州
（
現
在
の
寧
波
）
の
者
で
あ
る
。 

 

某
州
の
商
人
王
蘭
は
、
商
売
で
家
を
興
し
、
大
変
な
財
産
を

も
っ
て
い
た
。
そ
の
住
ま
い
は
城
か
ら
数
十
里
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
吝
嗇
で
疑
り
深
く
、
財
産
は
金
や
珠
で
蓄
え
、
出

か
け
る
と
き
に
は
必
ず
持
ち
歩
い
た
。
女
遊
び
が
大
好
き
で
、

郡
に
入
る
ご
と
に
、
親
し
い
召
使
い
も
連
れ
て
い
か
な
か
っ

た
の
は
、
事
が
妻
に
漏
れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

宿
に
泊
ま
っ
て
も
、
居
場
所
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

村
の
宿
に
泊
ま
る
と
き
、
荷
物
持
ち
を
帰
ら
せ
て
か
ら
、
急

に
苦
し
み
だ
し
て
激
し
い
下
痢
を
し
て
、
晩
に
は
つ
い
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
（
後
略
） 

某
州
商
人
王
蘭
、
以
賈
販
起
家
、
積
資
頗
厚
。
其
居
去
城
数

十
里
、
性
靳
嗇
多
疑
、
只
收
蓄
金
珠
、
出
則
自
隨
。
酷
好
冶

遊
、
毎
入
郡
、
不
携
親
僕
、
畏
起
泄
語
於
妻
也
。
雖
館
逆
旅
、

亦
不
報
所
在
。
因
至
村
店
留
駐
、
遣
負
擔
人
去
、
忽
苦
暴
下
、

一
夕
竟
卒
。
（
後
略
） 

 

王
蘭
が
討
債
鬼
に
な
る
た
め
に
は
、
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
と
こ

ろ
で
死
に
、
そ
の
上
全
財
産
を
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代

わ
り
に
誰
か
が
訴
え
出
ら
れ
る
な
ら
、
ま
た
財
産
を
奪
わ
れ
て
い

な
い
な
ら
ば
、
討
債
鬼
に
な
る
必
要
は
な
い
。「
党
氏
女
」
版
の
王

蘭
の
「
茶
商
人
」
と
い
う
設
定
は
、
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
『
夷
堅
志
』
の
「
王
蘭
玉
童
」
は
、「
旅

人
が
宿
の
主
人
に
殺
さ
れ
、
財
産
を
奪
わ
れ
る
」
と
い
う
、
型
ど
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お
り
の
設
定
を
棄
て
て
、
わ
ざ
わ
ざ
苦
し
い
理
由
づ
け
に
終
始
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
改
変
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
茶
商
人
と
い
う
職
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
、

新
し
い
話
が
生
成
さ
れ
る
時
に
あ
た
っ
て
、
流
用
出
来
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

２
、
「
崔
碣
」
か
ら
『
新
唐
書
』
「
崔
碣
伝
」
へ 

 

そ
れ
で
は
「
崔
碣
」
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
タ
イ
ト
ル
と

な
っ
た
崔
碣
は
実
在
の
人
物
で
あ
り
、
北
宋
・
欧
陽
脩
『
新
唐
書
』

巻
一
二
〇
に
伝
記
が
あ
り
、
こ
こ
に
王
可
久
の
話
も
取
り
入
れ
ら

れ
た
。『
新
唐
書
』
の
王
可
久
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
書
き
出
し
は
、
以

下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

洛
陽
に
大
商
人
の
王
可
久
と
い
う
者
が
お
り
、
あ
ち
こ
ち
で

手
広
く
商
売
を
し
て
い
て
龐
勛
の
乱
に
遇
い
、
そ
の
財
産
を

こ
と
ご
と
く
失
い
、
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

邑
有
大
賈
王
可
久
、
転
貨
江
湖
間
。
値
龐
勛
乱
、
尽
亡
其

貲
、
不
得
帰
28

。 

 

王
可
久
は
当
然
唐
代
の
人
の
ま
ま
で
あ
る
し
、
彼
の
不
幸
は
「
商

用
の
旅
に
出
て
い
る
間
に
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
帰
れ
な
く
な
り
、

そ
の
留
守
に
妻
と
財
産
を
横
領
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

遠
隔
商
人
で
あ
る
こ
と
に
代
わ
り
は
な
い
が
、
彼
の
取
扱
商
品
が

茶
で
あ
る
必
要
は
、
ど
う
も
無
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
唐
代
の
茶
商
人
を
主
人
公
と
し
た
作
品
が
宋
代
に

改
作
さ
れ
る
と
、「
茶
商
人
」
と
い
う
属
性
が
消
え
て
行
く
の
で
あ

る
。 

 

３
、
商
人
何
福
殷
の
話 

 

こ
こ
ま
で
、
王
蘭
や
王
可
久
の
よ
う
な
、
唐
代
と
宋
代
の
比
較

で
、「
茶
商
人
」
と
い
う
属
性
が
消
え
て
行
っ
た
例
を
見
た
が
、
五

代
も
し
く
は
北
宋
初
期
の
作
品
が
改
作
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
、

茶
が
消
え
て
行
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
五
代
十
国
の
頃
の
、
茶
商

人
の
何
福
殷
と
い
う
者
の
話
は
、
九
七
四
年
に
成
立
し
た
宋
・
薛

居
正
等
『
旧
五
代
史
』
巻
一
〇
七
「
史
宏
肇
伝
」
に
見
え
る
。
史

宏
肇
は
五
代
後
漢
の
酷
吏
で
あ
っ
た
。 

 
燕
人
29

に
何
福
殷
と
い
う
商
人
が
い
て
、
か
つ
て
十
四
万
銭
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で
玉
の
枕
を
買
っ
た
。
召
使
い
と
李
進
と
い
う
商
人
に
淮
南

で
こ
れ
を
売
ら
せ
て
、
茶
を
買
わ
せ
た
。
し
か
し
召
使
い
は

悪
人
で
あ
っ
た
の
で
、
福
殷
の
も
の
で
あ
る
べ
き
銭
数
十
万

を
隠
匿
し
た
。
福
殷
は
償
う
よ
う
に
責
め
た
が
、
従
わ
な
い

の
で
杖
で
打
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
、
召
使
い
は
宏
肇
の

元
に
駆
け
込
ん
で
、
契
丹
の
主
が
汴
京
に
入
っ
た
時
、
（
契

丹
の
高
位
の
軍
人
で
あ
る
）
趙
延
寿
30

が
福
殷
に
玉
枕
を
持

た
せ
て
、
密
か
に
淮
南
（
南
唐
）
の
主
に
遣
わ
し
て
、
気
脈

を
通
じ
た
と
誣
告
し
た
。
宏
肇
は
即
刻
福
殷
た
ち
を
捕
縛
さ

せ
た
。
宏
肇
の
部
下
の
解
暉
が
（
主
人
の
）
意
を
迎
え
て
あ

ら
ゆ
る
拷
問
を
す
る
と
、
福
殷
は
罪
を
自
白
し
、
数
多
く
罪

に
座
す
る
も
の
が
出
て
、
皆
さ
ら
し
首
に
な
っ
た
。
福
殷
の

妻
女
は
宏
肇
の
部
下
た
ち
に
分
け
与
え
ら
れ
、
家
財
は
没
収

さ
れ
た
。 

…
…

有
燕
人
何
福
殷
者
、
以
商
販
為
業
。
嘗
以
十
四
万
市
得

玉
枕
、
遣
家
僮
及
商
人
李
進
売
于
淮
南
、
易
茗
而
回
。
家
僮

無
行
、
隐
福
殷
貨
財
数
十
万
、
福
殷
責
其
償
、
不
伏
、
遂
杖

之
。
未
幾
、
家
僮
詣
宏
肇
上
変
、
言
契
丹
主
之
入
汴
也
、
趙

延
寿
遣
福
殷
齎
玉
枕
陰
遺
淮
南
、
以
致
誠
意
。
宏
肇
即
日
遣

捕
福
殷
等
系
之
。
解
暉
希
旨
、
榜
掠
備
至
、
福
殷
自
誣
、
連

罪
者
数
輩
、
並
棄
市
。
妻
女
為
宏
肇
帳
下
分
取
之
、
其
家
財

籍
没
。 

 
 

何
福
殷
は
、
召
使
い
を
茶
の
買
い
付
け
に
や
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
召
使
い
は
そ
の
売
り
上
げ
を
着
服
し
、
そ
れ
を
主
人
か
ら
責

め
ら
れ
る
と
、
主
人
が
他
国
の
ス
パ
イ
で
あ
る
と
誣
告
し
た
。
宋
・

孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
巻
十
七
に
は
、
王
師
範
に
命
じ
ら
れ
た
部

将
の
劉
鄩
が
、
汴
将
葛
従
周
に
よ
っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
兗
州

に
密
か
に
兵
を
送
り
込
む
際
に
、
茶
商
人
の
ふ
り
を
し
て
積
み
荷

の
中
に
鎧
や
兵
器
を
隠
し
て
事
を
す
す
め
る
様
が
描
か
れ
る
31

。

茶
商
人
と
い
う
触
れ
込
み
は
、
怪
し
ま
れ
ず
に
大
荷
物
や
大
金
を

運
ん
で
南
北
の
国
境
を
越
え
る
の
に
、
大
変
便
利
な
も
の
で
あ
っ

た
。 何

福
殷
と
唐
代
の
茶
商
人
た
ち
と
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
違
い

は
、
金
の
持
ち
主
と
遠
隔
地
に
行
く
者
が
分
離
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
中
唐
期
に
は
茶
商
人
が
茶
農
家
の
危
険
を
肩
代
わ
り
し
て
、

遠
隔
移
動
の
役
を
買
っ
て
出
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
金
主
が
本

拠
地
に
居
た
ま
ま
、
雇
わ
れ
た
人
間
に
金
を
持
た
せ
て
茶
の
商
い

を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

中
唐
期
に
お
い
て
も
、
遠
隔
移
動
そ
の
も
の
の
危
険
は
や
は
り
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存
在
し
て
い
た
の
で
、
雇
わ
れ
人
に
遠
隔
商
業
を
さ
せ
て
金
主
は

自
宅
に
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
王
可
久

や
「
琵
琶
行
」
の
夫
は
、
ど
う
考
え
て
も
金
主
本
人
で
あ
る
。
背

景
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
王
蘭
も
、
奪
わ
れ
た
の
が
自
分
の
金
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
金
を
奪
い
返
す
た
め
に
討
債
鬼
に
な
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
討
債
鬼
故
事
の
場
合
、
僧
侶
が
勧
進
の
金
を
奪
わ
れ
る

ご
く
少
数
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
自
分
自
身
の
金
を

取
り
返
す
為
に
討
債
鬼
と
な
る
。
雇
い
主
の
金
を
取
り
返
す
た
め

に
金
を
奪
っ
た
者
の
子
供
に
転
生
す
る
の
は
、
日
本
に
お
け
る
討

債
鬼
故
事
受
容
例
に
専
ら
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
金
を

取
ら
れ
た
怨
み
と
い
う
よ
り
は
、
金
を
取
ら
れ
た
た
め
に
世
間
に

お
け
る
居
場
所
を
失
っ
た
怨
み
と
な
る
の
で
、
金
を
取
り
返
す
よ

り
は
、
や
は
り
仇
を
殺
す
方
向
に
行
動
が
向
か
う
32

。 

 

唐
代
も
遠
隔
商
業
は
危
険
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、「
列
品
招
待

商
法
」
の
よ
う
な
旨
味
も
あ
っ
た
。
仕
事
に
か
こ
つ
け
て
贅
沢
に

飲
み
食
い
が
出
来
、
南
方
の
田
舎
者
で
あ
っ
て
も
長
安
の
妓
女
に

近
づ
け
た
の
で
あ
る
。
危
険
と
旨
味
を
は
か
り
に
か
け
て
、
旨
味

を
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
前
掲
の
「
呂
用
之
」
呂

の
父
に
つ
い
て
の
説
明
に
も
「
時
四
方
無
事
」
と
あ
る
）
。
し
か
し

五
代
十
国
と
い
う
分
裂
の
時
代
に
は
、
危
険
が
旨
味
を
上
回
り
、

一
方
地
方
の
経
済
力
が
増
し
て
、
地
元
で
も
そ
れ
な
り
に
遊
べ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
危
険
は
雇
わ
れ
人
に
背
負
わ
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 

何
福
殷
の
話
に
も
、
改
作
は
少
な
く
と
も
二
つ
存
在
す
る
。
一

つ
は
欧
陽
脩
『
新
五
代
史
（
一
〇
五
三
年
成
立
）
』
巻
三
十
漢
臣
伝

十
八
「
史
弘
肇
伝
」
所
収
の
も
の
で
あ
る
。 

 

燕
人
何
福
進
は
銭
十
四
万
の
値
の
あ
る
玉
枕
を
持
っ
て
い

た
。
召
使
い
を
淮
南
に
使
わ
し
て
こ
れ
で
茶
を
買
っ
た
。
召

使
い
は
そ
の
銭
を
隠
し
、
福
進
は
こ
れ
を
鞭
で
打
っ
て
責
め

た
。
（
後
略
） 

燕
人
何
福
進
有
玉
枕
、
直
銭
十
四
万
、
遣
僮
売
之
淮
南
以
鬻

茶
。
僮
隠
其
銭
、
福
進
笞
責
之
（
後
略
）
。 

 

こ
ち
ら
で
は
淮
南
で
茶
を
仕
入
れ
た
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

北
宋
・
王
欽
若
（
九
六
二
～
一
〇
二
五
）『
冊
府
元
亀
（
一
〇
一
三

年
成
立
）
』
巻
四
四
八
／
将
帥
部
／
残
酷
／
史
弘
肇
で
は
、
茶
購
入

の
記
述
が
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 
燕
人
何
福
殷
は
商
人
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
銭
十
四
万
で
玉
枕
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ひ
と
つ
を
買
い
、
召
使
い
と
商
人
の
李
進
を
使
わ
し
て
淮
南

で
高
く
売
ら
せ
た
が
、
帰
っ
て
き
た
召
使
い
は
行
い
が
悪
く
、

何
福
殷
の
財
産
数
十
万
を
隠
し
て
い
た
。
何
福
殷
は
弁
償
し

ろ
と
責
め
た
が
服
さ
な
い
の
で
、
杖
で
打
っ
た
。
（
後
略
） 

…

有
燕
人
何
福
殷
者
以
商
販
為
業
。
嘗
以
銭
十
四
万
市
得
玉

枕
一
、
遣
家
僮
及
商
人
李
進
売
於
淮
南
大
得
售
、
廻
家
僮
無

行
、
隠
福
殷
貨
財
数
十
万
。
福
殷
責
其
償
不
伏
、
遂
杖
之
。

（
後
略
） 

 

何
福
殷
の
場
合
を
見
て
も
、
は
じ
め
は
「
茶
商
人
は
大
金
を
持

っ
て
南
北
を
移
動
す
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、
話
が
成

立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
時
代
が
北
宋
に
移
る
と
、
そ
れ
が
茶
商

人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
必
然
性
は
、
弱
く
な
っ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。 

 
 

四
、
宋
代
の
茶
産
業
の
変
化 

  

宋
代
の
茶
税
は
、
唐
代
と
違
っ
て
専
売
を
取
り
入
れ
た
、
と
い

わ
れ
る
が
、
そ
の
制
度
の
生
み
出
し
た
茶
商
人
の
性
格
の
変
化
は
、

彭
恩
「
宋
代
茶
寇
与
茶
商
武
装
」
に
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

北
宋
政
府
は
、
軍
事
費
に
よ
る
国
家
財
政
の
負
担
を
支
え
る
た
め
、

茶
税
・
塩
税
の
収
入
に
依
存
し
た
。
唐
代
ま
で
は
導
入
を
試
み
ら

れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
定
着
し
な
か
っ
た
、
榷
茶
法
が
本
格

的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
茶
は
、
茶
葉
の
生
産
か
ら
製
品
の
販
売

ま
で
、
政
府
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
北
宋
末
か
ら
は
榷

茶
法
は
茶
引
法
（
茶
の
取
扱
を
許
可
す
る
「
茶
引
」
を
発
行
し
商

人
に
売
る
）
へ
と
改
革
さ
れ
た
。 

宋
代
の
専
売
で
は
、
政
府
と
政
府
と
結
び
つ
い
た
専
売
商
人
は

茶
農
家
か
ら
安
く
茶
葉
を
買
い
た
た
き
、
売
る
と
き
に
は
不
当
に

高
く
売
り
つ
け
た
。
政
府
と
、
政
府
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
官

許
の
大
商
人
以
外
に
は
、
大
変
苛
酷
な
制
度
で
あ
り
、
そ
の
結
果

密
売
の
茶
が
横
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
密
売
業
者
は
、
茶
葉
を

農
家
か
ら
政
府
よ
り
も
高
く
買
い
、
安
く
消
費
者
に
売
っ
た
の
で
、

密
売
茶
は
官
製
の
茶
よ
り
も
品
質
が
良
く
、
安
か
っ
た
。
政
府
は

当
然
密
売
業
者
を
苛
烈
に
取
り
締
ま
っ
た
が
、
そ
の
結
果
密
売
業

者
は
武
装
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
武
装
し
た
茶
商
は
「
茶
寇
」
と

呼
ば
れ
、『
宋
史
』
に
名
を
残
す
者
さ
え
あ
っ
た
33

。
こ
れ
が
宋
代

の
茶
商
人
像
の
概
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

宋
代
の
茶
の
密
売
人
を
描
い
た
文
学
作
品
に
は
、
例
え
ば
梅
尭

臣
の
詩
『
聞
進
士
販
茶
』
が
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
徒
党
を
組
み
、
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凶
暴
化
し
た
茶
商
人
（
頑
凶
少
壮
冒
嶺
険 

夜
行
作
隊
如
刀
槍
）

や
、
裏
で
茶
の
密
売
を
す
る
知
識
人
（
浮
浪
書
生
亦
貪
利 

史
笥

経
箱
為
盜
囊
）
が
描
か
れ
る
。
彼
ら
は
妻
子
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に

し
て
飢
え
さ
せ
、
自
分
は
無
頼
の
生
活
を
送
る
（
百
端
得
銭
事
酒

卮 

屋
裏
餓
婦
無
餱
糧
）
。
「
野
垂
れ
死
に
し
て
も
自
業
自
得
（
一

身
溝
壑
乃
自
取
）
」
と
詩
に
書
か
れ
る
が
、
そ
の
危
険
は
ま
さ
に
自

ら
求
め
た
も
の
と
い
え
る
34

。 

朱
彧
『
萍
洲
可
談
』
巻
二
に
あ
る
二
つ
の
話
か
ら
は
、
茶
の
専

売
制
度
が
人
々
を
茶
の
商
い
か
ら
遠
ざ
け
て
い
た
事
情
が
読
み
取

れ
る
。
宋
も
、
特
に
治
世
が
押
し
詰
ま
っ
て
く
る
と
、
人
々
は
茶

の
税
制
に
振
り
回
さ
れ
、
茶
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
「
素
人
は
関
わ
ら
な

い
方
が
身
の
た
め
」
と
い
う
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。 

 

私
が
沔
、
鄂
を
旅
し
て
い
た
時
に
、
張
乖
崖
が
崇
陽
の
令
で

あ
っ
た
時
の
話
を
き
い
た
。
今
で
も
お
祭
り
の
時
な
ど
に
、

父
老
が
な
お
張
の
政
に
つ
い
て
語
る
。…

(

中
略)

…

乖
崖
は

あ
る
日
小
役
人
を
使
わ
し
て
民
間
の
茶
園
を
尽
く
伐
採
し
、

代
わ
り
に
桑
や
柘
を
植
え
る
よ
う
に
命
じ
、
民
は
茶
の
利
益

を
失
い
、
大
変
困
っ
た
が
、
平
素
よ
り
張
の
政
令
を
畏
れ
か

し
こ
ん
で
い
た
の
で
、
怠
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
乖
崖

が
任
地
を
去
っ
て
数
年
が
た
ち
、
朝
廷
が
茶
の
榷
法
を
変
え

る
事
態
に
直
面
し
た
。
茶
園
を
持
つ
戸
は
茶
の
租
銭
を
納
め

た
が
、
崇
陽
だ
け
は
茶
園
が
な
か
っ
た
の
で
、
課
税
を
免
れ

た
。(

後
略)

 

余
客
沔
、
鄂
、
聞
人
説
張
乖
崖
初
為
崇
陽
令
、
至
今
血
食
、

父
老
猶
能
道
其
政
事
。…

(

中
略)

…

乖
崖
一
日
遣
吏
尽
伐
民

間
茶
園
、
諭
令
更
種
桑
柘
、
民
失
茶
利
、
甚
困
、
然
素
畏
服

其
政
令
、
不
敢
慢
。
乖
崖
代
去
数
年
、
会
朝
廷
更
榷
法
、
園

戸
納
茶
租
銭
、
崇
陽
独
無
茶
園
、
免
輸
。(

後
略)

 

 

崇
寧
年
間
（
一
一
〇
二
～
六
年
）
よ
り
榷
茶
法
が
復
活
し
、

法
制
は
日
ご
と
に
厳
し
く
な
り
、
密
売
人
が
罪
に
問
わ
れ
た

が
、(

茶
の
扱
い
が
許
さ
れ
る)

官
券
を
買
っ
て
も
、
納
税
に

期
限
が
あ
り
、
使
え
る
道
も
決
ま
っ
て
お
り
、
少
し
で
も
法

令
通
り
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
即
捕
縛
さ
れ
断
罪
さ
れ
、

或
い
は
商
品
を
没
収
さ
れ
、
密
告
が
横
行
し
、
愚
か
者
は
往

往
に
し
て
罪
を
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
仲
間
た
ち
は
そ
こ
で

茶
籠
を
指
し
て
「
草
大
虫
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
人
を
傷
つ
け

る
こ
と
が
虎
の
ご
と
き
だ
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。 
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自
崇
寧
復
榷
茶
、
法
制
日
厳
、
私
販
者
因
以
抵
罪
、
而
商
賈

官
券
、
請
納
有
限
、
道
路
有
程
、
纖
悉
不
如
令
、
則
被
繫
断

罪
、
或
没
貨
出
告
緡
、
愚
者
往
往
不
免
。
其
儕
乃
目
茶
籠
為

「
草
大
虫
」
、
言
其
傷
人
如
虎
也
。 

 非
常
に
多
く
の
作
品
を
収
め
る
洪
邁
『
夷
堅
志
』
に
お
い
て
も
、

茶
商
人
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
『
甲
志
』
巻
九
「
鄒
益
夢
」
に
現

れ
る
も
の
く
ら
い
で
あ
る
が
、
王
安
石
の
改
革
に
対
す
る
、
批
判

的
な
見
方
が
現
れ
た
風
聞
で
あ
り
、
や
は
り
茶
の
密
売
を
し
て
捕

ま
る
者
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
茶
と
言
え
ば
密
売
で
あ
り
、
密
売

と
い
え
ば
法
と
の
闘
い
な
の
で
あ
る
35

。 

 

五
、
ま
と
め 

 

１
、
各
時
代
の
茶
商
人
の
相
互
比
較 

 

以
上
盛
唐
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
、
茶
商
人
像
を
概
観
し
て
き

た
。 盛

唐
期
、
茶
に
課
税
が
始
ま
る
前
は
、
茶
を
生
産
し
た
農
民
が

自
ら
都
に
茶
を
売
り
に
行
っ
て
い
た
。 

中
唐
期
に
喫
茶
の
風
習
が
浸
透
し
、
茶
の
商
品
価
値
が
高
ま
っ

て
い
く
と
、
農
民
か
ら
茶
を
買
っ
て
都
会
に
売
り
に
行
く
商
人
が

現
れ
る
。
農
民
は
長
旅
の
危
険
か
ら
開
放
さ
れ
、
商
人
は
大
き
な

利
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
茶
産
業
が
巨
大
化
す
る
と
、
政
府
も

そ
こ
か
ら
利
を
得
よ
う
と
す
る
が
、
唐
代
に
お
い
て
は
一
元
的
に

専
売
の
網
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
は
結
局
成
功
せ
ず
、
通
過
点
で
徴
税

を
す
る
間
接
税
方
式
に
止
ま
っ
た
。 

次
に
や
っ
て
き
た
段
階
は
、
金
主
と
旅
を
す
る
者
の
分
離
で
あ

る
。
こ
れ
は
実
際
に
は
唐
代
に
も
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
な
く
と
も
唐
代
小
説
で
は
、
皆
金
主
が
自
ら
遠
隔
地
に
出
向
い

て
い
た
。
そ
れ
が
召
使
い
な
ど
他
人
に
金
を
預
け
て
、
茶
の
売
買

を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
唐
帝
国
が
一
応
健
在
で
あ

っ
た
頃
に
比
べ
る
と
、
治
安
は
悪
く
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

金
主
自
ら
旅
に
出
る
リ
ス
ク
を
冒
さ
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。 北

宋
か
ら
は
、
唐
で
は
実
現
出
来
な
か
っ
た
榷
茶
法
が
実
現
し
、

茶
の
生
産
と
販
売
が
国
家
の
管
理
下
に
入
る
。
政
府
の
許
可
の
な

い
者
は
、
合
法
的
に
は
茶
の
製
造
と
販
売
に
は
関
わ
れ
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
茶
産
業
の
変
化
が
、
茶
商
人
の
像
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
し
て
本
論
の
主
役
と
し
て
注
目
す
る
の
は
、
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中
唐
期
の
茶
商
人
で
あ
る
。
中
唐
期
の
茶
商
人
は
、
他
の
時
期
の

茶
商
人
と
ど
う
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。 

盛
唐
期
の
劉
清
真
と
比
較
す
れ
ば
、
劉
清
真
の
方
は
自
ら
の
村

を
本
来
の
居
場
所
と
す
る
農
民
で
あ
っ
た
。
劉
清
真
は
茶
を
売
り

に
行
く
旅
の
途
中
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
遭
い
、
不
思
議
な
体
験
は

す
る
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
は
人
界
の
故
郷
に
帰
っ
て
い
く
べ
き

者
で
あ
っ
た
。
対
し
て
王
蘭
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
帰
っ

て
行
く
の
か
分
か
ら
な
い
者
で
あ
る
。
商
人
は
旅
先
こ
そ
が
生
活

の
場
、
と
ば
か
り
、
「
琵
琶
行
」
の
商
人
も
家
に
寄
り
つ
か
な
い
。 

五
代
の
何
福
殷
の
召
使
い
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
唐
の
王
蘭
や

呂
用
之
の
父
が
使
う
金
は
、
自
分
自
身
の
金
で
あ
っ
た
。
ま
た
王

蘭
が
「
後
患
の
無
い
者
」
と
し
て
殺
さ
れ
、
金
を
失
っ
た
王
可
久

の
運
命
が
見
る
影
も
無
く
暗
転
す
る
の
は
、
誰
か
に
紐
付
け
さ
れ

て
い
な
い
、
自
由
の
裏
返
し
で
あ
る
と
い
え
る
。 

北
宋
の
茶
商
人
と
比
較
す
れ
ば
、
唐
代
の
茶
商
人
は
武
装
し
て

お
ら
ず
、
群
れ
ず
、
政
府
と
も
繋
が
っ
て
い
な
い
。 

自
分
の
自
由
に
出
来
る
金
を
た
っ
ぷ
り
持
ち
、
誰
に
も
縛
ら
れ

な
い
、
そ
れ
が
中
唐
小
説
に
書
か
れ
た
茶
商
人
で
あ
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
性
格
は
、
中
唐
期
に
し
か
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。 

２
、
他
の
中
唐
期
小
説
の
中
の
商
人
像
と
の
比
較 

 

盛
唐
の
茶
農
民
、
五
代
・
宋
の
茶
商
人
と
比
較
し
て
、
中
唐
の

茶
商
人
は
縛
る
も
の
の
少
な
い
、
自
由
に
な
る
金
を
多
く
持
つ
存

在
で
あ
る
と
い
え
た
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
中
唐
の
、
他
の
も
の
を

売
る
商
人
と
比
較
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

元
稹
に
「
估
客
楽
」
と
い
う
、
当
時
の
商
人
の
生
態
を
描
い
た

楽
府
が
あ
る
。
こ
の
作
品
の
歴
史
資
料
的
な
価
値
に
は
既
に
石
田

幹
之
助
が
注
目
し
、「
元
稹
の
楽
府
「
估
客
楽
」
に
就
い
て
」
で
詳

し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。「
估
客
楽
」
に
よ
れ
ば
、
商
人
は
血
縁
と

地
縁
を
軽
ん
ず
る
。
彼
ら
は
血
縁
の
住
む
家
郷
に
は
い
つ
か
ず
（
出

門
求
火
伴 

入
戸
辞
父
兄
）
、
商
売
仲
間
と
利
を
求
め
て
東
奔
西
走

す
る
（
火
伴
相
勒
縛 

売
仮
莫
売
誠
）
故
郷
に
住
む
田
舎
者
に
ま

が
い
物
を
売
り
つ
け
て
金
を
儲
け
る
（
亦
解
市
頭
語 

便
無
隣
里

情 

鍮
石
打
臂
釧 

糯
米
吹
項
瓔 

帰
来
村
中
売 

敲
作
金
石

声
）
。
ま
た
東
西
南
北
の
珍
奇
な
物
産―

人
を
も
含
む―

を
買
い
集

め
る
た
め
、
自
ら
東
奔
西
走
す
る
（
求
珠
駕
滄
海
、
采
玉
上
荊
衡
。

…
…

越
婢
脂
肉
滑
、
奚
僮
眉
眼
明
）
。
つ
い
に
は
長
安
に
行
き
、
金

の
力
で
権
力
者
に
取
り
入
り
、
栄
達
を
目
指
す
（
経
遊
天
下
遍 

卻

到
長
安
城
）36
。
「
估
客
楽
」
に
登
場
す
る
商
人
は
茶
商
人
で
は
な
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い
け
れ
ど
も
、
血
縁
や
地
縁
の
薄
さ
は
王
蘭
や
王
可
久
、
そ
し
て

「
琵
琶
行
」
の
夫
を
思
わ
せ
る
。 

ま
た
岡
田
充
博
は
『
唐
代
小
説
「
板
橋
三
娘
子
」
考―

西
と
東

の
変
驢
変
馬
譚
の
な
か
で―

』
に
お
い
て
、「
板
橋
三
娘
子
」
の
主

人
公
の
商
人
趙
季
和
の
特
異
な
思
考
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
つ

ま
り
主
人
公
趙
季
和
に
は
、
三
娘
子
が
犯
し
た
犯
罪
を
憎
む
心
や
、

三
娘
子
に
よ
っ
て
ロ
バ
に
変
え
ら
れ
た
泊
ま
り
客
た
ち
へ
の
同
情

心
が
欠
如
し
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
三
娘
子
の
妖
術
を
う
ら
や

ま
し
い
と
さ
え
思
う
。
そ
し
て
彼
の
性
格
は
、
こ
の
話
を
語
り
継

い
で
き
た
集
団
、
つ
ま
り
商
人
層
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
と
も

し
て
い
る
37

。
ド
ラ
イ
で
利
を
求
め
る
こ
の
よ
う
な
性
格
は
、「
估

客
楽
」
が
描
く
商
人
に
も
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
こ
の
徹
底
的
に
利

を
求
め
る
精
神
は
、
自
身
が
殺
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
手

の
命
を
と
る
よ
り
は
金
を
取
り
返
す
こ
と
を
優
先
す
る
「
党
氏
女
」

の
王
蘭
に
も
通
じ
る
。
商
人
は
も
と
よ
り
「
異
人
」
で
あ
る
け
れ

ど
も
38

、
中
唐
期
は
、
商
人
の
異
人
と
し
て
の
魅
力
が
際
立
つ
時

代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

商
人
と
し
て
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
地
縁
血
縁
に
縛
ら
れ
ず
、

自
由
に
移
動
し
、
ド
ラ
イ
に
利
を
求
め
る
点
は
、「
估
客
楽
」
の
商

人
や
趙
季
和
と
茶
商
人
と
の
間
に
あ
ま
り
違
い
は
な
い
。
王
蘭
や

王
可
久
、
そ
し
て
「
琵
琶
行
」
の
不
在
の
夫
が
何
故
そ
ろ
っ
て
茶

商
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

も
し
彼
ら
が
売
っ
て
い
る
も
の
が
域
外
の
珍
奇
な
品
で
あ
っ
た

ら
、
値
段
的
に
も
距
離
的
に
も
、
彼
ら
は
夢
幻
的
な
存
在
に
な
り

す
ぎ
、
失
踪
し
て
も
あ
ま
り
サ
ス
ペ
ン
ス
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た

趙
季
和
は
ロ
バ
を
売
っ
た
儲
け
39

を
羨
む
よ
う
な
、
野
心
は
あ
っ

て
も
あ
ま
り
豊
か
な
商
人
で
は
な
か
っ
た
。
板
橋
の
三
娘
子
な
ら

と
も
か
く
、
藺
如
賓
か
ら
は
歯
牙
に
も
か
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。 

茶
と
い
う
の
は
儲
け
が
大
き
い
高
価
な
商
品
で
、
こ
れ
を
扱
う

商
人
は
派
手
に
遊
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
も
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
唐

の
人
々
の
誰
も
が
飲
む
も
の
で
あ
り
、
産
地
も
遠
い
と
は
い
え
唐

の
領
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ぎ
り
ぎ
り
現
実
に
お
さ
ま
る

「
程
よ
さ
」
が
、
様
々
な
作
品
で
茶
商
人
が
選
ば
れ
る
理
由
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

 
 

1 

「
党
氏
女
」
の
作
者
に
関
す
る
議
論
は
、
程
毅
中
点
校
『
玄
怪
録 

続
玄

怪
録
』（
中
華
書
局
出
版 

一
九
八
二
年
）
。
一
～
十
二
頁
や
李
剣
国
『
唐

五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
（
増
訂
本
）
』（
中
華
書
局 

二
〇
一
七
年
）
中
冊
九

三
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。
両
者
と
も
李
復
言
説
に
傾
い
て
い
る
が
、
本
論

で
は
議
論
し
な
い
。 

2 

原
文
は
以
下
の
通
り
。 

王
忳
字
少
林
、
広
漢
新
都
人
也
。…

（
中
略
）…

除
郿
令
。
到
官
、
至
斄
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亭
。
亭
長
曰
「
亭
有
鬼
、
数
殺
過
客
、
不
可
宿
也
。
」
忳
曰
「
仁
勝
凶
邪
、

徳
除
不
祥
、
何
鬼
之
避
。
」
即
入
亭
止
宿
。
夜
中
聞
有
女
子
称
冤
之
声
。
忳

沟
曰
「
有
何
枉
状
、
可
前
求
理
乎
。
」
女
子
曰
「
無
衣
、
不
敢
進
。
」
忳
便

投
衣
与
之
。
女
子
乃
前
訴
曰
「
妾
夫
為
涪
令
、
之
官
過
宿
此
亭
、
亭
長
無

状
、
賊
殺
妾
家
十
余
口
、
埋
在
楼
下
、
悉
取
財
貨
。
」
忳
問
亭
長
姓
名
。
女

子
曰
「
即
今
門
下
游
徼
者
也
。
」
忳
曰
「
汝
何
故
数
殺
過
客
。」
対
曰
「
妾

不
得
白
日
自
訴
、
毎
夜
陳
冤
、
客
輒
眠
不
見
応
、
不
勝
感
恚
、
故
殺
之
。
」

忳
曰
「
当
為
汝
理
此
冤
、
勿
復
殺
良
善
也
。
」
因
解
衣
於
地
、
忽
然
不
見
。

明
旦
召
游
徼
詰
問
、
具
服
罪
、
即
收
繫
、
及
同
謀
十
余
人
悉
伏
辜
、
遣
吏

送
其
喪
帰
郷
里
、
於
是
亭
遂
清
安
。 

3 

原
文
は
以
下
の
通
り
。 

蒼
梧
広
信
女
子
蘇
娥
、
行
宿
高
安
鵠
奔
亭
、
為
亭
長
龔
寿
所
殺
、
及
婢
致

富
、
取
其
財
物
、
埋
致
楼
下
。
交
址
刺
史
周
敞
行
部
宿
亭
、
覚
寿
奸
罪
、

奏
之
、
殺
寿
。
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
本
） 

4 

陸
鍵
東
『
陳
寅
恪
的
最
後
二
十
年
』（
三
聯
書
店 

一
九
九
五
年
）
、
二
四

七
頁
。 

5 

拙
著
『
債
鬼
転
生―

討
債
鬼
故
事
に
見
る
中
国
の
親
と
子―

』
知
泉
書
館 

二
〇
一
九
年
、
七
十
一
～
九
十
四
頁
。 

 6 

布
目
潮
渢
『
中
国
喫
茶
文
化
史
』
（
岩
波
現
代
文
庫 
二
〇
〇
一
年
）
一

一
〇
頁
。 

7 

後
晋
・
劉
昫
『
旧
唐
書
』
巻
一
七
七
李
玨
伝
。「
茶
為
食
物
、
無
異
米
塩
、

於
人
所
資
、
遠
近
同
俗
。
既
袪
竭
乏
、
難
舍
斯
須
、
田
閭
之
間
、
嗜
好
尤

切
。
今
増
税
既
重
、
時
估
必
増
、
流
弊
於
民
、
先
及
貧
弱
。
其
不
可
二
也
。
」 

8 

西
岡
弘
晃
「
唐
後
半
期
の
茶
税
制
度
と
商
業
発
展
」（
『
中
村
学
園
研
究
紀

要
』
第
四
号 

一
九
七
一
年
）
九
～
十
七
頁
。 

9 

吉
田
虎
雄
『
唐
代
租
税
の
研
究
』（
汲
古
書
院 

一
九
七
八
年
）
、
一
七
九

頁
。
日
野
開
三
郎
も
『
東
洋
史
学
論
集
巻
十
七 

唐
代
邸
店
の
研
究
正
』

（
三
一
書
房 

一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
同
じ
資
料
を
引
き
茶
塩
店
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
が
、
吉
田
と
同
じ
く
茶
商
を
宿
泊
さ
せ
、
徴
税
す
る
施

設
と
し
て
い
る
。
一
〇
一
頁
。 

10 

何
先
成
「
唐
代
茶
文
化
形
成
的
原
因
述
論
」（
『
農
業
考
古
』
二
〇
一
五
年

第
五
期
）
二
十
九
頁
。 

11 

王
艶
玲
「
唐
代
茶
葉
経
済
発
展
探
究
」（
『
安
順
学
院
学
報
』
第
十
二
巻
第

一
期
）
二
〇
一
〇
年
。
三
十
二
頁
。 

12 

原
文
は
以
下
の
通
り
。 

…

邑
之
編
籍
民
五
千
四
百
余
戸
其
疆
境
亦
不
為
小
。
山
多
而
田
少
水
清
而

地
沃
。
山
且
植
茗
高
下
無
遺
土
。
千
里
之
内
業
於
茶
者
七
八
矣
。
由
是
給

衣
食
供
賦
役
悉
恃
此
祁
之
茗
。
色
黄
而
香
賈
客
咸
議
愈
於
諸
方
。
毎
歳
二

三
月
齎
銀
緡
繒
素
求
市
将
貨
他
郡
者
摩
肩
接
跡
而
至
。
雖
然
其
欲
広
市
多

載
不
果
遂
也
。
或
乗
負
或
肩
荷
或
小
轍
而
陸
也
如
此
。
縦
有
多
市
将
泛
大

川
必
先
以
軽
舟
寡
載
就
其
巨
艎
蓋
是
閶
門
之
険
。
元
和
初
県
令
路
君
常
患

之
。
聞
於
太
守
故
光
禄
大
夫
范
卿
因
修
作
斯
処…

。 

13 

張
国
風
『
太
平
広
記
会
校
』
第
二
冊 

二
九
五
～
六
頁
。 

14 

唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
「
劉
清
真
」
（『
太
平
広
記
』
巻
二
十
四
）
。 

15 

例
え
ば
唐
・
陸
羽
『
茶
経
』
巻
下
の
七
之
事
に
引
か
れ
た
話
で
あ
る
。
原

文
は
以
下
の
通
り
。 

『
神
異
記
』
、
余
姚
人
虞
洪
、
入
山
採
茗
、
遇
一
道
士
、
牽
三
青
牛
、
引

洪
至
瀑
布
山
、
曰
「
予
丹
丘
子
也
。
聞
子
善
具
飲
、
常
思
見
恵
。
山
中
有

大
茗
、
可
以
相
給
、
祈
子
他
日
有
甌
犧
之
余
、
乞
相
遺
也
。
」
因
立
奠
祀
。

後
常
令
家
人
入
山
、
獲
大
茗
焉
。 

16 

唐
の
元
号
と
し
て
は
「
大
和
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
北
京
国
家
図
書
館
所

蔵
の
陳
応
翔
刻
四
巻
本
『
幽
怪
録
』
で
は
「
太
和
」
と
な
っ
て
い
る
。 

17 

「
大
都
市
に
在
る
邸
に
対
し
、
郷
村
や
草
市
、
即
ち
城
外
の
小
都
市
に
在

る
も
の
は
す
べ
て
店
と
呼
ば
れ
て
い
る
。」
日
野
開
三
郎
『
唐
代
邸
店
の

研
究
』(

三
一
書
房 

一
九
九
二
年)

十
九
頁
。
「
邸
店
は
商
店
を
指
す
肆

舗
と
区
別
せ
ら
れ
た
別
の
も
の
で
。
邸
店
と
い
っ
た
場
合
、
邸
は
そ
の
建

築
規
模
の
大
き
な
も
の
を
指
し
、
店
は
小
さ
な
も
の
を
指
す
」
二
十
九
頁
。 

18 

日
野
開
三
郎
前
掲
書
。
九
十
八
～
一
〇
一
頁
。 

19 
日
野
前
掲
書
、
一
五
四
～
一
六
三
頁
。 

20 

日
野
前
掲
書 

百
七
十
八
～
九
頁
。 
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21 
郭
廷
誨
『
広
陵
妖
乱
志
』「
呂
用
之
」（『
太
平
広
記
』
巻
二
九
〇
）
原
文
は

以
下
の
通
り
。 

呂
用
之
、
鄱
陽
安
仁
里
細
民
也
。
性
桀
黠
、
略
知
文
字
。
父
璜
、
以
貨
茗

為
業
。
来
往
於
淮
浙
間
。
時
四
方
無
事
。
広
陵
為
歌
鍾
之
地
。
富
商
大
賈
、

動
逾
百
数
。
璜
明
敏
、
善
酒
律
、
多
与
群
商
遊
。
用
之
年
十
二
三
、
其
父

挈
行
。
既
慧
悟
、
事
諸
賈
、
皆
得
歓
心
。
時
或
整
履
搖
箑
、
匿
家
与
奴
僕

等
居
。
数
歳
、
璜
卒
家
。
（
後
略
） 

22 

李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
増
訂
版
』（
中
華
書
局 

二
〇
一
七
年
）

一
二
四
三
～
五
頁
。 

23 

龐
勛
は
首
謀
者
の
名
。
南
詔
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
軍
人
た
ち
が
望
郷
の
念

か
ら
起
こ
し
た
反
乱
。
軍
人
は
皆
徐
州
の
出
身
で
あ
り
、
強
引
に
徐
州
に

帰
還
し
て
戦
闘
に
な
っ
た
。 

24 

洛
陽
は
、
市
街
地
の
中
心
を
西
か
ら
東
へ
洛
河
が
貫
い
て
い
る
。
そ
の
北

岸
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
北
岸
に
は
皇
城
や
禁
苑
が
あ
る
。
妹
尾
達
彦
「
江

南
文
化
の
系
譜―

建
康
と
洛
陽
（
２
）
」
（
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
十
五

集 

二
〇
一
四
年
）
八
十
七
頁
。 

25 

唐
・
高
彦
休
『
唐
闕
史
』「
崔
碣
」（『
太
平
広
記
』
巻
一
七
二
）
原
文
は
以

下
の
通
り
。 

崔
碣
任
河
南
尹
、
懲
姦
剪
暴
、
為
天
下
吏
師
。
先
是
有
估
客
王
可
久
者
、

膏
腴
之
室
。
歲
鬻
茗
於
江
湖
間
、
常
獲
豊
利
而
帰
。
是
年
、
又
笈
賄
適
楚
。

始
返
檝
於
彭
門
。
値
龐
勛
作
乱
。
穽
於
寇
域
。
逾
期
不
帰
。
有
妻
美
少
、

且
無
伯
仲
息
裔
之
属
。
妻
常
善
価
募
人
、
訪
於
賊
境
之
四
裔
、
竟
無
究
其

跡
者
。
或
曰
、
已
戕
於
盗
、
帑
其
貨
矣
。
洛
城
有
楊
乾
夫
者
善
卜
称
。
妻

晨
持
一
縑
、
決
疑
於
彼
。
楊
生
素
熟
其
事
、
且
利
其
財
、
思
以
計
中
之
。

（
中
略
）
妻
多
楊
之
義
、
遂
許
嫁
焉
。
楊
生
既
遂
志
、
乃
籍
所
有
、
雄
拠

厚
産
。
又
逾
月
、
皆
貨
旧
業
。
挈
妻
卜
居
洛
。
渠
之
北
。
明
年
、
徐
州
平
、

天
下
洗
兵
、
詔
大
憝
就
擒
外
。
脇
従
其
間
者
。
宥
而
不
問
、
給
篆
為
信
、

縦
帰
田
里
。
可
久
髠
躶
而
返
。
瘠
瘁
疥
穢
、
丐
食
於
路
。
至
則
訪
其
廬
舍
、

已
易
主
矣
。
曲
訊
妻
室
、
不
知
其
所
。
展
転
飢
寒
、
循
路
哀
叫
。
漸
有
人

知
者
、
因
指
其
新
居
。
見
妻
及
楊
、
肆
目
門
首
、
欲
為
揖
認
、
則
訶
杖
詬

辱
、
僅
以
身
免
。
妻
愕
眙
以
異
、
復
制
於
楊
。
可
久
不
堪
其
冤
、
訴
於
公

府
。
及
法
司
按
劾
、
楊
生
賄
賂
已
行
、
取
証
於
妻
、
遂
誣
其
妄
。
時
属
尹

正
長
厚
不
能
弁
姦
、
以
誣
人
之
罪
加
之
。
痛
縄
其
背
、
肩
扶
出
疆
。
可
久

冤
楚
相
縈
、
殆
将
溘
尽
、
命
絲
未
絶
。
洛
尹
改
更
、
則
銜
血
齎
冤
於
新
政
、

亦
不
能
弁
。
前
所
鞠
吏
、
得
以
肆
其
毒
於
簧
言
。
且
曰
、
以
獄
訟
旧
政
者
、

漢
律
在
焉
。
則
又
裂
𦟘𦟘
。
配
邑
之
遐
者
、
隸
執
重
役
。
可
久
双
眥
流
血
、

両
目
枯
焉
。
時
博
陵
公
伊
人
燕
居
、
備
聆
始
卒
。
天
啓
良
便
、
再
領
三
川
。

獄
吏
屏
息
、
覆
盆
挙
矣
。
攬
轡
観
風
之
三
日
、
潜
命
就
役
所
、
出
可
久
以

至
。
乃
敕
吏
掩
乾
夫
一
家
、
兼
素
鞠
胥
、
同
梏
其
頸
。
且
命
可
久
暗
籍
家

之
服
翫
、
物
所
存
尚
夥
、
而
鞠
吏
賄
賂
、
醜
跡
昭
焉
。
既
捶
其
脇
。
復
血

其
背
、
然
後
擢
髮
折
足
、
同
瘞
一
坎
。
収
録
家
産
、
手
授
可
久
。
時
離
畢

作
冷
、
衣
雲
復
鬱
。
断
獄
之
日
、
陽
輪
洞
開
、
通
逵
相
慶
、
有
出
涕
者
。

沈
冤
積
憤
、
大
亨
暢
於
是
曰
。
古
之
循
吏
、
孰
能
擬
諸
。
出
『
唐
闕
史
』
。 

 

26 

宋
・
洪
邁
『
夷
堅
志
』
補
巻
六
「
王
蘭
玉
童
」
原
文
は
以
下
の
通
り
。 

某
州
商
人
王
蘭
、
以
賈
販
起
家
、
積
資
頗
厚
。
其
居
去
城
数
十
里
、
性
靳

嗇
多
疑
、
只
收
蓄
金
珠
、
出
則
自
隨
。
酷
好
冶
遊
、
毎
入
郡
、
不
携
親
僕
、

畏
起
泄
語
於
妻
也
。
雖
館
逆
旅
、
亦
不
報
所
在
。
因
至
村
店
留
駐
、
遣
負

擔
人
去
、
忽
苦
暴
下
、
一
夕
竟
卒
。
主
人
見
篋
中
之
物
甚
富
、
与
妻
議
、

欲
報
官
而
輸
之
。
妻
初
以
為
然
、
既
而
言
曰
、「
官
府
未
必
公
道
、
万
一

翻
謂
有
隠
匿
、
以
我
為
謀
、
必
受
刑
責
。
且
此
人
更
無
骨
肉
証
明
、
置
我

於
獄
、
何
時
得
出
。
今
此
孤
身
、
神
鬼
不
知
、
殆
天
賜
我
也
。
盍
若
隠
之
、

可
免
禍
。
」
遂
舁
尸
埋
山
壑
中
。
掩
有
所
齎
、
徐
徐
斥
売
、
買
田
置
産
、

而
粗
衣
糲
食
如
初
。
初
未
有
子
、
明
年
、
生
一
男
、
長
而
俊
慧
、
容
如
琢

玉
、
名
曰
玉
童
。（
中
略
）
明
州
人
王
夷
説
此
、
不
能
記
其
郷
里
与
何
年

事
也
。 

27 

人
以
予
好
奇
尚
異
也
。
毎
得
一
説
。
或
千
里
寄
声
。
於
是
五
年
間
。
又
得

巻
帙
多
寡
与
前
編
等
（
乙
序
）
。
始
予
萃
夷
堅
二
書
。
顓
以
鳩
異
崇
怪
。

本
無
意
於
纂
述
人
事
。
及
称
人
之
悪
也
。
然
得
於
容
易
。
或
急
於
満
巻
秩

成
編
（
丙
序
）
。 

28 

北
宋
・
欧
陽
脩
『
新
唐
書
』
巻
一
二
〇
／
列
伝
四
十
五
。
原
文
は
以
下
の
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通
り
。 

碣
、
字
東
標
、
及
進
士
第
、
遷
右
拾
遺
。
武
宗
方
討
沢
潞
、
碣
建
請
納
劉

稹
降
、
忤
旨
、
貶
鄧
城
令
。
稍
転
商
州
刺
史
。
擢
河
南
尹
、
右
散
騎
常
侍
、

再
為
河
南
尹
。
邑
有
大
賈
王
可
久
、
転
貨
江
、
湖
間
。
値
龐
勛
乱
、
尽
亡

其
貲
、
不
得
帰
。
妻
詣
卜
者
楊
乾
夫
咨
在
亡
。
乾
夫
名
善
数
、
而
内
悦
妻

色
、
且
利
其
富
。
既
占
、
陽
驚
曰
、「
乃
夫
殆
不
還
矣
。
」
即
陰
以
百
金
謝

媒
者
、
誘
聘
之
、
妻
乃
嫁
乾
夫
、
遂
為
富
人
。
它
年
徐
州
平
、
可
久
困
甚
、

丐
衣
食
帰
閭
裏
、
往
見
妻
。
乾
夫
大
怒
、
詬
逐
之
。
妻
詣
吏
自
言
、
乾
夫

厚
納
賄
、
可
久
反
得
罪
。
再
訴
、
復
坐
誣
。
可
久
恨
嘆
、
遂
失
明
。
碣
之

來
、
可
久
陳
冤
、
碣
得
其
情
、
即
敕
吏
掩
乾
夫
並
前
獄
史
下
獄
、
悉
発
賕

奸
、
一
日
殺
之
、
以
妻
還
可
久
。
時
淫
潦
、
獄
決
而
霽
、
都
民
相
語
、
歌

舞
於
道
。
徙
陜
虢
観
察
使
。
軍
乱
、
貶
懐
州
司
馬
、
卒
。 

29 

幽
州
（
北
京
付
近
）
は
も
と
五
代
十
国
の
大
燕
で
あ
っ
た
が
、
九
一
三
年

に
滅
亡
し
て
後
唐
に
併
合
さ
れ
て
い
る
。 

30 

は
じ
め
は
後
唐
に
使
え
て
い
た
が
、
九
三
六
年
契
丹
に
降
伏
し
て
仕
え
た
。

契
丹
に
よ
る
汴
州
占
領
は
会
同
九
年
（
九
四
六
年
）
、
契
丹
皇
帝
の
汴
州

入
り
は
そ
の
翌
年
で
あ
る
。 

31 

王
師
範
之
鎮
青
州
、
以
部
将
劉
鄩
竊
據
兗
州
。
先
是
、
汴
将
葛
従
周
鎮
於

是
邦
、
因
出
征
、
劉
鄩
将
図
兗
也
、
詐
為
茶
商
、
苞
苴
鎧
甲
、
大
起
店
肆
、

剖
巨
木
藏
兵
仗
而
入
。
竊
発
之
日
、
得
其
徒
千
人
、
據
其
府
舍
、
升
堂
拝

従
周
之
母
、
仍
以
礼
待
其
妻
子
、
子
弟
職
掌
、
妻
孥
供
億
如
常
。
俄
而
、

従
周
攻
其
城
、
梯 

雲
合
。
鄩
以
板
輿
請
従
周
母
登
城
、
諭
従
周
曰
「
劉

将
軍
待
我
不
異
於
児
、
新
婦
已
下
並
不
失
所
。
」
従
周
在
城
下
歔
欷
、
即

時
退
舍
。 

32 

注
５
拙
著
、
二
一
四
～
八
頁
。 

33 

彭
恩
「
宋
代
茶
寇
与
茶
商
武
装
」(

『
農
業
考
古
』
二
〇
一
八
年
第
二
期) 

七
十
～
七
十
三
頁
。 

34 

『
梅
苑
陵
先
生
詩
集
』
巻
三
十
四
所
収
。 

35 

原
文
は
以
下
の
通
り
。 

鄒
益
者
。
饒
州
楽
平
人
。
為
進
士
。
初
興
三
舎
時
。
乞
夢
於
州
城
隍
廟
。

夜
夢
往
官
府
。
見
壁
間
詩
一
聯
云
。
鄒
益
若
為
饒
解
首
。
朱
元
天
下
第
三

人
。
既
覚
大
喜
。
謂
必
冠
郷
挙
。
時
舎
法
初
行
。
挟
書
仮
手
之
法
甚
厳
。

益
首
犯
。
朱
元
者
、
徽
州
人
。
蔡
京
改
茶
法
。
元
為
茶
商
。
坐
私
販
抵
罪
。

正
第
三
人
云
。 

36 

石
田
幹
之
助
「
元
稹
の
楽
府
「
估
客
楽
」
に
就
い
て
」（『
東
方
学
会
創
立

十
五
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
東
方
学
会 

一
九
六
二
年
）
一
～
九
頁
。 

37 

岡
田
充
博
『
唐
代
小
説
「
板
橋
三
娘
子
」
考―

西
と
東
の
変
驢
変
馬
譚
の

な
か
で―

』（
知
泉
書
館 

二
〇
一
二
年
）
五
十
七
～
八
頁
、
一
六
八
～
九

頁
。 

38 

仙
人
と
い
う
異
人
が
し
ば
し
ば
市
で
商
い
を
す
る
者
と
し
て
現
れ
る
こ

と
は
、
相
田
洋
『
異
人
と
市 

境
界
の
中
国
古
代
史
』
（
研
文
出
版 

一

九
九
七
年
）
、
五
十
三
～
八
十
七
頁
参
照
。 

39 

李
復
言
『
続
玄
怪
録
』「
張
高
」
に
よ
る
と
、
若
い
ロ
バ
は
銭
二
万
、
年
老

い
た
ロ
バ
は
銭
千
五
百
と
い
う
売
値
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
少
し
時

代
は
遡
る
が
、
戴
孚
『
広
異
記
』
所
収
の
「
韋
有
柔
」
を
見
る
と
、
馬
一

頭
の
適
正
な
値
段
は
銭
四
万
五
千
か
ら
で
、
高
い
と
き
に
は
銭
十
万
ほ
ど

に
は
な
る
よ
う
で
あ
る
。 

－22－


